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Q１ 予算ってなに？ 

Q２ 予算ってどうやって決めるの？ 

Q３ 予算って変えられるの？ 

 

 

 

 

●市役所では、福祉、教育、ごみ処理、消防、道路の整備

など、様々な仕事をしていますが、どんな仕事にお金を

使うのかあらかじめ決めておく必要があります。 

●そこで、1 年間（4 月から翌年の 3 月まで）に市役所に

入ってくる収入を見積もり、収入の範囲内でその使いみ

ち（支出）を計画したものが「予算」になります。 

 

 

 

 

 

 

●皆さんにより良い生活を送っていただくために何をしたら良いか、

そして、そのためにどのくらいのお金が必要なのかを検討し、予算

の案を作成します。 

●できあがった予算案は、皆さんが選挙で選んだ市議会議員で構成さ

れる市議会に提出され、内容の審議を経た後に、市議会の議決を受

けてはじめて予算が決まります。 

 

 

 

 

 

●変えられます。「補正予算」と言います。 

●4 月 1 日から翌年の 3 月 31 日までの 1 年間に必要とされる予算は「当初予算」とし

て、年度が始まる直前の 3 月議会で決まります。 

●年度の途中で、状況の変化や新しい事態が発生した場合には、変化に対応するため「当

初予算」に変更を加える必要があります。これが「補正予算」です。 

●当初予算と同様に、市議会に提出され、市議会の議決を受けてはじめて決まります。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

収入(歳入) 

・市税 

・国庫補助金 

・使用料 
    など 

支出(歳出) 

・福 祉 

・教 育 

・消 防 
    など 

 
予算（収入と支出の計画） 

予 算
予算
要求

当初 補正 補正 補正 補正

議 会 3月 6月 9月 12月 3月

4月1日 3月31日
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Q４ 令和 7 年度の予算規模は 

どのようになっているの？ 

 

 

 

 

●青森市の令和７年度予算額は、2,722 億 254 万円となっています。 

●このうち、市民の皆様の日常に大きく関わっている一般会計の予算総額は、1,334 億 

2,200 万円となっており、全体の 49.0％を占めています。 

●この冊子では、主に一般会計を中心に説明を行っていきます。 

  

 

  

    

    

    

  

  

  

  

 

 

 

 

 

   

     

   

    

 

 

 

 

 

 

 
 

■令和７年度の一般会計の予算規模は、前年度と比べて＋3.7％となっています。 

■一般会計予算の歳入と歳出に同額が計上されている、過去に借入した起債の借換分（R7：約

30.8 億円、R6：約 31.5 億円）を引いた金額でも、前年度と比べて＋3.9％となります。 

■令和７年度は、制度拡充等に伴う扶助費の増、国民スポーツ大会に向けた市営野球場の改修

などにより、予算規模は過去最大となっています。 

 

Ａ 

※財産区特別会計を除く。 

合計 

2,722 億 254 万円 
前年度 2,624 億 5,468 万円 

（R6→R7  ＋3.7％） 

 ポイント 

一般会計 49.0% 

1,334 億 2,200 万円 
前年度 1,286 億 2,400 万円 

（R6→R7  ＋3.7％） 

市民の皆様に納めていただく市税や 

国からの交付税を主な財源として、 

福祉、教育、環境、消防、道路など、 

市の基本的な行政サービスを行う会計です。 

HCP 青森市観光キャラクター 

ねぶたん©AOMORI/N・HCP 

企業会計 15.9% 

433 億 4,540 万円 
前年度 440 億 3,832 万円（R6→R7  △1.6％） 

 

特別会計 35.1% 

954 億 3,514 万円 
前年度 897 億 9,236 万円（R6→R7 ＋6.3％） 

特定の収入（使用料や保険料など）で特定の支出に 

充てられる場合など、一般会計とは別にその経理を 

明らかにするために設けられた会計です。 

民間企業と同じように、その事業によって得た収入

で支出をまかなう、いわゆる独立採算を原則とする

事業について設けられた会計です。 

病院事業会計 139億4,125万円

水道事業会計 91億2,997万円

自動車運送事業会計 30億1,458万円

下水道事業会計 165億8,272万円

農業集落排水事業会計 6億7,688万円

競輪事業特別会計 330億7,923万円

国民健康保険事業特別会計 255億6,959万円

卸売市場事業特別会計 6億9,635万円

介護保険事業特別会計 316億3,497万円

母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計 1億1,703万円

後期高齢者医療特別会計 40億9,545万円

駐車場事業特別会計 2億4,252万円
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子育て、
高齢者福祉など

民 生 費 23万6千円 46.4%

借金の返済 公 債 費 5万8千円 11.4%

庁舎の管理、
地域振興など

総 務 費 5万2千円 10.2%

学校の管理、
社会教育など

教 育 費 4万7千円 9.3%

道路、河川の
整備など

土 木 費 4万3千円 8.5%

健康づくり、
環境保全など

衛 生 費 3万4千円 6.6%

消防活動など 消 防 費 1万7千円 3.3%

商工・観光の
振興など

商 工 費 9千円 1.7%

農林水産業の
振興など

農 林 水 産 業 費 6千円 1.3%

その他 議会費、労働費など 6千円 1.3%

Q５ 青森市民『１人あたり』で見ると、 

どれくらいの予算になるの？ 

 

 

 

 

●青森市の一般会計予算 1,334 億 2,200 万円を、青森市民『１人あたり』に換算してみ

ました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ａ 

\ 

市民１人あたりの予算額   50 万 8 千円 

青森市の人口 262,703 人（※令和 7 年 3 月 1 日現在） 
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Q６ 青森市の予算には、 

どんな『収入』があるの？ 

 

 

 

 

●青森市の一般会計予算における収入の項目別内訳は次のとおりです。 

●①～⑤は、市が自主的に調達できる収入である『自主財源』です。 

●⑥～⑩は、国や県から交付される財源や借入金である市債のような『依存財源』です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自主財源（①～⑤の計）の割合は 34.9％と、前年度から 0.8 ポイント増加しています。 

■地方交付税は、令和７年度地方財政対策に沿った推計において 0.6％増を見込んでいます。 

■市債は、国民スポーツ大会に向けた市営野球場の改修等により 11.3％増加となっています。 

 

Ａ 

③ 使用料及び手数料 1.2％ 

15 億 4,108 万円 
（前年度 14 億 9,906 万円） 

・施設の利用や証明書を発行する 

 際にいただくお金 

⑧ 県支出金 8.6％ 
114 億 3,670 万円 
（前年度 91 億 6,168 万円） 

・特定の事業に充てるため、 

 県から交付される資金 

⑩ 市債 6.1％ 
81 億 8,620 万円 
（前年度 73 億 5,656 万円） 

・事業資金調達のための借入金 

④ 分担金及び負担金 0.3％ 

3 億 8,900 万円 
（前年度 5 億 5,805 万円） 

・事業にかかる経費の一部を受益の程度に 

 応じて利用者に負担していただくお金 

⑤ その他自主財源 4.2％ 

56 億 3,391 万円 
（前年度 47 億 7 万円） 

・延滞金、預金利子、貸付金元利収入 

 雑入、財産収入など 

 ポイント 

⑨ 譲与税・交付金 7.3％ 
97 億 2,718 万円 
（前年度 100 億 8,641 万円） 

・皆さんが国に納めた税金の一部で 

 使途の制限はなし 

 

 

① 市税 26.3％ 

350 億 6,921 万円 
（前年度 335 億 6,321 万円） 

② 繰入金 2.9％ 
39 億 1,509 万円 
（前年度 34 億 3,028 万円） 

・基金（貯金）の取崩しなど 

⑥ 国庫支出金 21.4％ 

285 億 306 万円 
（前年度 294 億 3,005 万円） 

・特定の事業に充てるため、 

 国から交付される資金 

⑦ 地方交付税 21.7％ 

290 億 2,057 万円 
（前年度 288 億 3,863 万円） 

・使い道について制限を受けない 

 国が交付する資金 
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Q７ 青森市の予算には、 

どんな『支出（目的別）』があるの？ 

 

 

 

 

●青森市の一般会計予算における『支出（目的別）』は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■支出（目的別）は、福祉や教育など 14 の目的に分かれています。 

■それぞれの目的は、人件費や投資的経費など、様々な性質を持つ支出で構成されています。 

 例）「教育費」⇒投資的経費（校舎改修等）、物件費（光熱水費や消耗品等）、人件費（給料等） 

 

Ａ 

衛生費 6.6％ 
88 億 436 万円 
（前年度 90 億 9,316 万円） 

・健康づくり、環境保全など 

労働費 0.0％ 
4,083 万円 
（前年度 3,073 万円） 

・労働者の福祉向上や就労支援など 

農林水産業費 1.3％ 
17 億 565 万円 
（前年度 15 億 2,671 万円） 

・農林水産業の振興、土地改良など 

商工費 1.7％ 

23 億 2,060 万円 
（前年度 19 億 6,000 万円） 

・商工業や観光の振興など 

土木費 8.5％ 
113 億 1,780 万円 
（前年度 119 億 7,728 万円） 

・道路、河川の整備、公園管理など 

消防費 3.3％ 
43 億 5,554 万円 
（前年度 41 億 5,747 万円） 

・消防活動など 

教育費 9.3％ 
123 億 4,474 万円 
（前年度 109 億 5,565 万円） 

・小中学校の管理、社会教育など 

公債費 11.4％ 
152 億 5,742 万円 
（前年度 155 億 9,026 万円） 

・借入れしたお金の返済 

諸支出金 0.7％ 

9 億 9,920 万円 
（前年度 10 億 8,865 万円） 

・公営企業への支出金など 

その他（予備費、災害復旧費） 0.1％ 
1 億円 
（前年度 1 億円） 

 ポイント 

民生費 46.4％ 
619 億 1,698 万円 
（前年度 588 億 6,763 万円） 

・障がい者や高齢者等の福祉向上や子育て支援など 

議会費 0.5％ 
6 億 221 万円 
（前年度 5 億 9,979 万円） 

・市議会の活動 

 
総務費 10.2％ 
136 億 5,667 万円 
（前年度 126 億 7,667 万円） 

・地域振興、戸籍事務、庁舎管理など 
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Q８ 青森市の予算には、 

どんな『支出（性質別）』があるの？ 

 

 

 

 

●青森市の一般会計予算における『支出（性質別）』は次のとおりです。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■義務的経費が全体の５割を超えています。 

■普通建設事業費が約 14 億 8 千万円増加しています。これは、青森市斎場の建替事業や国民ス

ポーツ大会に向けた市営野球場の改修等によるものです。 

■物件費が約 23 億 5 千万円増加しています。これは、情報システムの更新に係る経費や、まち

づくり寄附制度推進事業の増等によるものです。 

Ａ 

公債費 11.4％ 

152 億 5,742 万円 
（前年度 155 億 9,026 万円） 

・借入金の返済にかかる経費 普通建設事業費 5.9％ 
78 億 7,891 万円 
（前年度 63 億 9,668 万円） 

・道路や学校など都市基盤の整備にかかる経費 

災害復旧事業費 0.0％ 
0 万円（前年度 0 万円） 

・大雨、地震等による被災の復旧にかかる経費 

※災害発生時、予備費や補正予算等で対応 

繰出金 9.1％ 
122 億 1,076 万円 
（前年度 122 億 4,087 万円） 

・特別会計の歳入を補う経費 

維持補修費 3.0％ 
39 億 8,141 万円 
（前年度 40 億 2,336 万円） 

・施設の維持管理にかかる経費 

その他 1.1％ 
（貸付金、投資及び出資金、予備費、積立金） 

13 億 7,404 万円（前年度 16 億 1,287 万円） 

 

補助費等 12.2％ 
163 億 4,317 万円 
（前年度 167 億 7,900 万円） 

・各種団体に対する助成金などにかかる経費 

 

 ポイント 

扶助費 32.6％ 
435 億 852 万円 
（前年度 421 億 3,314 万円） 

・生活保護、障がい者支援など 

 福祉にかかる経費 

人件費 11.2％ 

149 億 137 万円 
（前年度 142 億 3,246 万円） 

・職員の給料などにかかる経費 

 

物件費 13.5％ 
179 億 6,640 万円 
（前年度 156 億 1,536 万円） 

・光熱水費、消耗品費、通信運搬費など 

義務的経費 
736 億 6,731 万円 

55.2％ 

 

その他経費 
518 億 7,578 万円 

38.9％ 

 

投資的経費 
78 億 7,891 万円 

5.9％ 
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Q９ 青森市の予算を家計に例えるとどうなるの？ 
 

 

 

 

●令和 7 年度一般会計予算 1,334 億 2,200 万円を、年収 480 万円（1 ヶ月あたり 40

万円）の家計に例えてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22万1千円 4万5千円

うち基本給（市税） 10万5千円 13万円

うち諸手当（地方交付税など） 11万6千円 4万6千円

2万3千円 10万3千円

11万9千円 1万2千円

1万2千円 3万7千円

2万5千円 2万3千円

3千円

1千円

40万円 40万円

給料
食費（人件費）
　職員の給料

家族の医療費（扶助費）
　生活困窮者や障害者に対する支援など

借金の返済（公債費）
　市債の返済など

パート収入
（使用料・手数料など）

光熱水費等の雑費（物件費・補助金など）
　公共施設の管理経費など

親からの仕送り
（国庫支出金など）

車や家具の修理代（維持補修費）
　建物の修理など

貯金の取り崩し
（繰入金）

子どもたちへの仕送り
（他の会計への繰出金）

借金（市債）
家の増改築費（公共事業など）
　道路や学校の建設など

貯金（積立金など）
　将来に残しておくお金など

その他（貸付金など）

合　計 合　計

Ａ 

収入 支出 
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Q10 令和 7 年度はどんな事業を行うの？ 
 

 

 

 

●令和 7 年度当初予算に計上した主な事業について、順を追ってご説明していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森市しごと創造戦略推進事業 
26,329 千円 [7・1・2] 

令和 7 年 2 月に策定した「青森市しごと創造戦略」の推進
にあたり、第 1 次産業から第 3 次産業までの幅広い分野に
おいて、産学金官が連携して新たに取り組む共創プロジェ
クトの事業化に向けて研究する「あおもり未来共創ラボ」を
設置・運営し、洋上風力発電関連産業の育成・集積や市内産
業の DX推進などの事業を実施 
 

浪岡地域力活性化事業 

6,715 千円 [7・1・2] 

「食」の領域での新たな事業創造拠点となる「浪岡フード 
バレイ」を形成し、産学金官連携により、地域農水産物の 
ブランド化、商品開発、販売 PRなどを展開 

 

 

 

まちなか空き店舗等再生・活用モデル事業 

12,408 千円 [7・1・2]   
近接する複数の空き店舗や空き家等に借上・リノベー  
ション手法を交えながら、親和性の高い店舗などを誘導・ 
集約させていく民間事業者等を支援 

 
 
 
 

Ａ 

仕事をつくる 
～豊かで活気ある暮らしを創ります～ 

新規 

魅力的な街区とするために 

産学金官の連携による地域産業の振興 

新規 

拡充 ※「人をまもり・そだてる」とも関連 

before after
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地域資源活用支援事業（負担金）  

7,905 千円 [6・1・3]   
農林水産物の販売促進、観光誘客や地域経済の活性化を
図る地域資源を活用した新たなプロモーションとして 
本市の魅力を全国に発信する「（仮）暮らしのマルシェ」
を開催 
 

外国人観光客誘客促進事業 
16,999 千円 [7・1・3]   

クルーズ船客向け市内周遊ツアーの造成や本市の歴史・
文化等を紹介するインバウンド向け観光ガイドを育成・
支援する「（仮）AOMORI外国語ガイド塾」の運営 
 

青森ねぶた派遣事業 33,733 千円 [7・1・3]   
青森ねぶた祭をはじめ、東北 6市の祭りが集結した「東北絆まつり」を大阪・
関西万博で披露し、青森の魅力を国内外に発信 

 

 

 

みなとまち・あおもり誕生４００年推進事業 

68,501 千円 [8・3・1]   
令和 7 年の「青森開港 400 年」、令和 8 年の「青森まち 
づくり 400年」を迎えるにあたり、これまで育んだ文化・
伝統・歴史を次の世代に継承するため、官民が一体となっ
た記念イベント等を実施  

 

  

歴史継承や港湾を中心としたまちづくりの意識啓発、賑わいの創出 

拡充 

地域特性を活かした観光の充実・魅力発信 

新規 

拡充 
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妊婦歯科健康診査事業 
5,246 千円 [4・1・4]   

歯周病やむし歯の進行による早産等のリスクを軽減し、
妊婦と子どもの健康増進を図るため、妊婦の歯科健康診
査に係る費用を全額公費負担 

 

1 か月児健康診査事業 

10,606 千円 [4・1・4]   

疾病や発育の遅れなどを早期に発見し、早期治療につな
げるため、1か月児を対象とした健康診査に係る費用を全
額公費負担 
 

放課後児童対策事業 
123,599 千円 [3・1・4]  

児童の入退室管理業務の効率化、保護者との連絡のリアルタイム化による安
全確保及び利便性向上を図るため、ICT環境を整備 

このほか、新規事業として、医療行為により定期予防接種の免疫が低下又は消失した
子どもの再接種費用を助成するほか、以下の公費負担を継続実施 

①市立小・中学校児童生徒の学校給食費、フッ化物洗口、修学旅行費 
②高校生等までの医療費自己負担額 ③２歳児クラスの保育料・障害児通所支援 
④新生児聴覚検査 

 

 

棟方志功没後 50 年記念展開催事業 ほか 
14,320 千円 [10・5・1]  

棟方志功画伯の功績を広く継続的に県内外に顕彰してい
くため、画伯の没後 50年を迎える令和 7年度に青森市内
において展覧会を開催するとともに、棟方志功画伯  
ゆかりの地の自治体の長が一堂に会する「棟方志功サミ
ット in青森」を開催 

 

人をまもり・そだてる 
～健康でやさしい暮らしを創ります～ 

拡充 

「子育て先進都市 青森市」の実現に向けた妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援 

新規 

新規 

青森市が誇る文化芸術の顕彰 

新規 
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スポーツ施設機能整備事業 
1,247,267 千円 [10・6・2]   

令和 8年第 80回国民スポーツ大会の軟式野球会場となる
ダイシンベースボールスタジアム（青森市営野球場）の改
修工事のほか、盛運輸サンドーム（青森市屋内グラウンド）
の整備検討の実施 

 

高齢者帯状疱疹予防接種事業 
50,721 千円 [4・1・2]   

高齢者における帯状疱疹の発病またはその重症化を防止するため、接種を 
希望する方の帯状疱疹予防接種（定期接種）に係る費用を公費負担 
 

老人クラブ活動育成事業 
11,726 千円 [3・1・3]   

老人クラブ活動への補助金の交付を継続するとともに、高齢者のボラン  
ティア活動への参加を通じた社会参加の促進を図るため、青森市老人クラブ
連合会が行う高齢者の見守りを兼ねたごみ出し支援の取組を新たに支援 
 

 

男女共同参画社会形成促進事業 
3,379 千円 [2・1・9]   

女性が本市で働き続けることを選択できる環境づくりを促進するため、令和 6
年度に新設した「青森市働く女性ネットワーク」における交流会や勉強会等を
実施 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性活躍を推進 

拡充 

高齢者の健康づくり・安心して暮らせる環境づくり 

拡充 

拡充 

新規 

スポーツに親しめる環境づくりと地域活性化 
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除排雪対策事業 3,183,006 千円 [8・2・2]   

国、県、除排雪事業者、町（内）会等との連携のもと、共
助による効果的・効率的な除排雪作業の実施や、安全対策
の普及啓発や安全で快適な歩行者空間を確保するための
小型除雪機の貸与、連携市町村合同での除雪オペレー 
ター講習会等の実施 

 

（仮称）青森市除排雪検討会議運営事業 

1,205 千円 [8・2・2]   

近年の気象状況を踏まえながら、今冬の除排雪体制の検
証・課題の抽出等を行い、気象等の有識者や実務者（町
（内）会、除排雪事業者、庁内関係部局）等による検討  
会議を開催 

 

雪に関する市民相談窓口事業 
20,014 千円 [2・1・4]   

民間ノウハウを活用した電話対応における市民サービスの向上等を図るため、
外部委託化を実施 

 

 

放置危険空き家対策事業（補助金） 
1,500 千円 [3・1・1]   

市民の安全で安心な生活環境を保全するために、利活用
が困難な保安上危険な空家等を所有者等が解体する際、
解体に要する費用の一部を支援 

 
 

 

 

 

 

まちをデザインする 
～安全で快適な暮らしを創ります～ 

 

効果的・効率的な雪対策の推進 

新規 

空家等の適切な管理の促進 

拡充 

新規 
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デマンド型交通運行事業 [8・4・1]   
青森地区 12,079 千円 浪岡地区 33,442 千円 
青森地区（西部地区の公共交通小規模需要地域）と浪岡地
区において、高齢者などが利用しやすい公共交通サービ
スの提供に向けた AI を活用したデマンド型交通を実施 
 

 

モビリティデータ等連携基盤構築事業 
28,861 千円 [8・4・1]   

効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの構築に向
けて、デジタル技術を活用した既存の公共交通機関の利
用状況や人流データ等の収集及び公共交通の現状分析を
実施 
 

 

地球温暖化対策実行計画推進事業 
55,169 千円 [4・1・3]   
青森市地球温暖化対策実行計画に掲げた取組を推進するため、市民に対する
省エネ家電や太陽光発電設備等の導入補助事業のほか、市民・事業者・市の
省エネ促進・再エネ導入に向けた普及啓発等を実施 
 

 

市営バス 100 周年記念事業 
6,934 千円 [交通 収益的支出 2・1・10]   

令和 8 年 3 月 6 日に迎える青森市営バス発足 100 周年を
記念して、市営バスのマスコットキャラクターの制作や
記念セレモニーを開催 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規 

デマンド交通によるみんなにやさしい交通網を形成 

より親しみのある公共交通機関へ 

モビリティデータ等を活用し、公共交通を便利に 

新規 

新規 

2050 年ゼロカーボンシティ実現に向けて 

※令和 6 年度 1 月補正の省エネ家電等導入補助分を合わせて一体的に実施 

拡充 
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電子調達システム運用事業 
5,263 千円 [2・1・1]   

業者の契約事務の効率化及び印紙税などの負担軽減のた
め、市発注の一部の工事契約を対象に、紙で交わしている
契約書を電子化し、インターネットを活用した契約手続
業務の実施 
 

スマートシティ推進事業 
10,636 千円 [2・1・4]   

デジタル技術を活用し、市民の利便性の向上や地域課題を解決するスマート
シティを推進するため、企業、団体、高等教育機関等が連携する地域の推進
体制を構築 
 

口座振替加入促進事業 
5,733 千円 [2・2・2]   

パソコンやスマートフォン等からインターネットを利用
して、市税などの 納付にかかる口座振替（自動払込）の
申込手続きができる「Web口座振替受付サービス」を導入
し、利便性を高めて口座振替の加入促進を図り、キャッシ
ュレス納付を推進 

 

 

自治体 DX 推進事業 ほか 
149,077 千円 [2・1・1]   

生成 AI等のデジタルツールの活用により業務効率化を図
るほか、DX 推進研修を通じて全職員のデジタルリテラシ
ーの向上と DX推進の中核を担うデジタル人材の確保・育
成を推進 

政策を実現するために 

拡充 

拡充 

拡充 

デジタル技術を活用した市民の利便性及び行政サービスの向上 

DX の推進による行政運営の効率化 

拡充 

拡充 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森市のわかりやすい予算書 【令和７年度】 

■発行年月   令和７年 3 月 

■お問合せ先  青森市企画部 財政課 

〒030-8555 青森県青森市中央一丁目 22 番 5 号 

電話番号 017-734-5187 FAX 017-734-5180 

 


